
 

 

一
関
地
方
は
、
岩
手
県
の
最

南
端
に
位
置
し
、
北
上
川
流
域

の

平

坦

部

を

挟

ん

で

起

伏

の

あ

る

中

山

間

地

と

な

っ

て

い

ま
す
。
農
業
は
水
稲
、
畜
産
、

野
菜
、
果
樹
、
花
き
等
を
組
み

合

わ

せ

た

複

合

経

営

等

が

行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
関
地
方
の
小
ぎ
く
生
産 

一

関

地

方

は

小

ぎ

く

の

栽

培
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
令

和
元
年
度
実
績
で
、
面
積
３
８ 

ha
、
生
産
者
１
７
０
名
、
販
売

額
２
６
２
百
万
円
で
、
全
国
的

に

見

て

も

夏

秋

期

の

大

規

模

な
小
ぎ
く
産
地
で
す
。 

小
ぎ
く
生
産
の
始
ま
り
は
、

今

か

ら

３

０

年

ほ

ど

前

に

現

在
の
一
関
市
東
部
（
東
磐
井
地

域
）
で
葉
た
ば
こ
の
転
換
作
物

と

し

て

導

入

さ

れ

た

の

が

き

っ
か
け
で
す
。 

栽
培
の
特
徴
と
し
て
、
ハ
ウ

ス

栽

培

や

露

地

ト

ン

ネ

ル

栽

培

で

の

早

出

し

作

型

に

よ

る

作
期
拡
大
や
、
開
花
調
節
技
術

の

利

用

に

よ

る

需

要

期

出

荷

を

目

指

し

た

栽

培

が

行

わ

れ

て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
平
成
１
３
年
頃
に

は
生
産
者
の
増
加
や
、
収
穫
し

た

花

の

長

さ

を

揃

え

て

切

断

し
、
下
葉
取
り
、
結
束
を
行
う

フ

ラ

ワ

ー

バ

イ

ン

ダ

ー

等

の

機

械

導

入

に

よ

る

規

模

拡

大

に
よ
り
、
栽
培
面
積
が
飛
躍
的

に
拡
大
し
、
県
内
出
荷
数
量
の

約

６

割

を

占

め

る

産

地

に

ま

で
成
長
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
は
生
産
者
の

高

齢

化

や

生

産

コ

ス

ト

の

増

大
等
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

持

続

可

能

な

産

地

に

向

け

た

取
り
組
み
と
し
て
、

J

A
い

わ

て

平

泉

花

き

部

会

と

関

係

機
関
が
連
携
し
て
、
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

●
主
な
活
動
内
容 

意
向
確
認
と
対
象
者
の
決
定 

年
度
当
初
に
、
対
象
者
候
補

と

考

え

る

新

規

生

産

者

と

個

別
に
面
談
し
、
意
向
確
認
と
目

標
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 
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そ
の
後

、

J

A
い
わ
て
平

泉
花
き
部
会

、

J

A
い
わ
て

平

泉

花

き

担

当

者

と

対

象

者

を
共
有
し
、
支
援
内
容
や
研
修

会

の

開

催

時

期

の

検

討

を

行

い
、
年
間
の
支
援
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

経
営
目
標
の
達
成
支
援 

対

象

者

ご

と

に

個

別

訪

問

を
月
１
回
程
度
行
い
、
病
害
虫

防
除
や
育
苗
等
、
ポ
イ
ン
ト
と

な

る

管

理

技

術

に

つ

い

て

指

導
し
て
い
ま
す
。 

技
術
習
得
研
修
会
の
開
催 

年

度

当

初

に

決

定

し

た

年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

研
修
会
（
花
き
栽
培
初
心
者
セ

ミ
ナ
ー
）
を
７
回
程
度
開
催
し

て
い
ま
す
。 

本
取
組
は
、

J

A
い
わ
て

平

泉

花

き

部

会

と

し

て

も

新

規

生

産

者

の

早

期

育

成

支

援

が

重

要

で

あ

る

と

い

う

認

識

の
も
と
、
平
成
３
０
年
度
か
ら

部

会

と

の

共

催

で

取

り

組

ん

で
い
る
も
の
で
す
。 

研

修

会

は

重

要

な

栽

培

管

理
時
期
に
合
わ
せ
て
開
催
し
、

内

容

は

作

業

実

演

を

積

極

的

に
取
り
入
れ
、
基
本
的
な
管
理

作

業

の

理

解

や

技

術

向

上

に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講

師

を

地

域

の

ベ

テ

ラ

ン

生

産

者
に
依
頼
し
、
技
術
習
得
だ
け

で
は
な
く
、
他
の
生
産
者
と
の

交

流

促

進

や

情

報

交

換

の

機

会
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。 

個
別
実
績
検
討
、
フ
ォ
ロ
ー
ア 

ッ
プ 令

和

元

年

度

か

ら

の

取

り

組
み
と
し
て
、
対
象
者
の
出
荷

実
績
を
取
り
ま
と
め
、
個
別
実

績
検
討
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

実
績
検
討
会
は
、
対
象
者
と

J

A
い
わ
て
平
泉
・
一
関
農

業

改

良

普

及

セ

ン

タ

ー

の

担

当

者

に

よ

る

三

者

面

談

形

式

で
開
催
し
、
出
荷
実
績
や
目
標

達
成
状
況
に
よ
り
、
次
年
度
に

向

け

た

取

り

組

み

を

確

認

し

て
い
ま
す
。 

今
後
の
取
り
組
み 

今
後
、
当
地
域
の
小
ぎ
く
産

地

を

維

持

し

て

い

く

た

め

に

は
、
担
い
手
と
な
る
新
規
生
産

者

の

確

保

と

育

成

が

ま

す

ま

す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

産

者

と

関

係

機

関

が

同

じ

方

向
を
向
き
、
連
携
し
た
支
援
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

（
文
：
一
関
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー 

産
地
育
成
課 

花

き
担
当
） 

個別実績検討会
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